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2021年 3月 30日 

NEWS LETTER（調査レポート） 

報道関係各位 

喫煙・喫煙スペースに関する意識・実態調査2021 

～改正健康増進法の施行から1年～ 

「改正健康増進法施行以降、喫煙スペースが減ったと感じる」喫煙者の69% 

「喫煙スペースは必要だと思う」非喫煙者の64% 

モバイルリサーチ（http://www.mobile-research.jp/）を展開するネットエイジア株式会社（http://www.netasia.co.jp/）

（本社：東京都中央区、代表取締役：三清 慎一郎、以下ネットエイジア）は、2021年2月22日～2月24日の3日間、「喫

煙・喫煙スペースに関する意識・実態調査」をインターネットリサーチにより実施し、20歳～69歳の男女1,000名（喫煙者

500名、非喫煙者500名）の回答を集計いたしました。 

今後もネットエイジアでは、世の中の関心が高いテーマの調査、今後のトレンドを占える調査など、マーケティングシ

ーンで役立つさまざまな情報をモバイルリサーチによりタイムリーに提供してまいります。 

 

《喫煙に関する意識・実態》・・・・・・・P.2-6 

・「受動喫煙防止のため 2020年 4月から改正健康増進法が施行されたこと」の認知率は喫煙者では 85% 

・「改正健康増進法施行以降、喫煙スペースが減ったと感じる」喫煙者の 69% 

喫煙スペースが減ったと感じる喫煙者が直面する状況変化 

TOP4「喫煙したくてもできない」「喫煙スペースを探し回るようになった」「喫煙スペースが混雑するようになった」 

「喫煙スペースが遠くなった」 喫煙スペース難民の行方が気になる結果に 

・「禁煙場所で喫煙をしたことがある」喫煙者の 24%、「歩きたばこをしたことがある」喫煙者の 23% 

・喫煙者の 59%が喫煙スペース難民の経験があると回答 

・改正健康増進法施行以降、喫煙スペース難民の 75%が喫煙スペースを探し回る頻度の増加を実感 

・「禁煙場所で喫煙している人を見かけたことがある」非喫煙者の 54% 

・「たばこのポイ捨てを見かけたことがある」非喫煙者の 66% 

ポイ捨てを見かけることが多い場所 TOP3「駅前」「駐車場・コインパーキングの周辺」「住宅街」 

・喫煙スペース難民を見た経験がある非喫煙者の 64%が、改正健康増進法施行以降の当該難民増加を実感 

《喫煙スペースに対する意識》・・・・・・・P.7-12 

・「喫煙スペースは必要だと思う」非喫煙者の 64%、「不要だと思う」非喫煙者の 36% 

必要だと思う理由 1位「受動喫煙を避けることができる」 

・非喫煙者が喫煙スペースに求めること 「煙が漏れない」と「においが漏れない」が突出 

・煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースの多い街に対するイメージ 

「住みやすい・利用しやすい」非喫煙者の 67%が同意 

・最新設備の喫煙スペースがあるといい場所 喫煙者・非喫煙者とも 1位は「駅前・駅周辺」 

・改正健康増進法施行以降の飲食店選び 「お店が禁煙になったため行かなくなったお店がある」喫煙者の 47% 

・喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店のイメージ 

「きちんと分煙に取り組んでいる」非喫煙者の 64%、「店内がきれい」非喫煙者の 58%が同意 
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2021年 3月 30日 

NEWS LETTER（調査レポート） 

《喫煙に関する意識・実態》 

◆「受動喫煙防止のため 2020年 4月から改正健康増進法が施行されたこと」の認知率は喫煙者では 85% 

 

20歳～69歳の男女 1,000名（全回答者）を対象に、喫煙に関する意識や実態について調査を行った。 

 

“望まない受動喫煙をなくす”“受動喫煙による健康被害が大きい子どもや患者等に配慮する”“施設の類型・場

所ごとに対策を実施する”という趣旨で、2018 年に健康増進法の一部を改正する法律が成立し、2020 年 4 月よ

り全面施行された。では、改正法施行以降、喫煙環境や喫煙実態はどのように変わったのだろうか。 

まず、喫煙者（500 名）に、2020 年（昨年）の 4月から、望まない受動喫煙を防止するために、健康増進法の一

部を改正した法律が施行されたことを知っているか聞いたところ、「詳しく知っている」が 29.4%、「何となく知ってい

る」が 55.2%で、合計した『知っている（計）』は 84.6%、「知らない」は 15.4%となった。 

非喫煙者（500 名）にも聞いたところ、『知っている（計）』と回答した人の割合は 54.6%と、喫煙者（84.6%）と比

べて 30.0ポイント低くなった。 
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詳しく知っている 何となく知っている 知らない

◆2020年（昨年）の4月から、望まない受動喫煙を防止するために、

健康増進法の一部を改正した法律が施行されたことを知っているか ［単一回答形式］ 知っている
（計）
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◆「改正健康増進法施行以降、喫煙スペースが減ったと感じる」喫煙者の 69% 

喫煙スペースが減ったと感じる喫煙者が直面する状況変化 

TOP4「喫煙したくてもできない」「喫煙スペースを探し回るようになった」「喫煙スペースが混雑するようになった」 

「喫煙スペースが遠くなった」 喫煙スペース難民の行方が気になる結果に 

 

喫煙者（500名）に、2020年の 4月以降（改正健康増進法の施行以降）、喫煙できる場所（喫煙スペース）の数

がどのように変わったと感じるか聞いたところ、「増えた」は 2.4%、「減った」は 68.8%、「変わらない」は 22.8%と

なった。 

 

 

 

2020年 4月以降、喫煙できる場所の数が減ったと感じている人（344名）に、喫煙できる場所の数が減ったこと

で、どのような変化があったか聞いたところ、「喫煙したくても喫煙できないときがあった」（67.2%）が最も高く、以

降、「喫煙スペースを探し回るようになった」（41.9%）、「喫煙スペースが混雑するようになった」（36.9%）、「喫煙ス

ペースが遠くなった」（31.7%）が続いた。喫煙スペースが減ったことで、喫煙自体をあきらめたり、喫煙スペースを

求めて歩き回ったり、混雑した喫煙スペースで喫煙をしたり、遠くにある喫煙スペースまで行ったりするようになっ

たという人が多いようだ。そのほか、「喫煙スペース以外の場所（カフェや自宅除く）での喫煙が増えた」は 6.7%と、

喫煙スペースではない場所で喫煙をしたりするようになったという人もみられた。 

 

  

2.4 68.8 22.8 6.0 
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全体【n=500】

増えた 減った 変わらない わからない

◆2020年の4月以降（改正健康増進法の施行以降）、

喫煙できる場所（喫煙スペース）の数がどのように変わったと感じるか ［単一回答形式］

対象：喫煙者

67.2 
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36.9 
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◆喫煙できる場所（喫煙スペース）の数が減ったことで、どのような変化があったか ［複数回答形式］

対象：喫煙者で、2020年4月以降、喫煙できる場所の数が減ったと感じている人

喫煙
したくても
喫煙
できない

ときがあった

喫煙
スペースを
探し回る
ようになった

喫煙
スペースが
混雑する
ようになった

喫煙
スペースが
遠くなった

自宅での
喫煙が
増えた

喫煙
スペース
以外の場所
（カフェや自宅除く）

での喫煙が
増えた

カフェ代・
喫茶代が
増えた

その他 特になし
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2021年 3月 30日 

NEWS LETTER（調査レポート） 

◆「禁煙場所で喫煙をしたことがある」喫煙者の 24%、「歩きたばこをしたことがある」喫煙者の 23% 

◆喫煙者の 59%が喫煙スペース難民の経験があると回答 

◆改正健康増進法施行以降、喫煙スペース難民の 75%が喫煙スペースを探し回る頻度の増加を実感 

 

喫煙者（500名）に、喫煙に関する行動について質問した。 

提示した喫煙者の各行動について、したことがあるか聞いたところ、【喫煙スペースを探し回る】では「ある」は

59.2%となった。喫煙者の過半数が喫煙スペースを探し回る喫煙スペース難民の経験があった。 

他方、【喫煙スペースからはみ出して喫煙】では「ある」は 27.6%、【禁煙場所で喫煙】では「ある」は 24.4%、【歩

きたばこ】では「ある」は 22.6%、【たばこをポイ捨て】では「ある」は 14.8%となった。 

 

 

続いて、2020年 4月の改正健康増進法施行以降の行動の変化について質問した。 

提示した喫煙者の各行動について、それぞれをしたことがある喫煙者に、2020 年 4 月以降（改正健康増進法

の施行以降）、各行動をする頻度が増えたと感じるか、減ったと感じるか聞いたところ、【喫煙スペースを探し回る】

では「増えた」は 75.3%、「減った」は 24.7%となった。 

また、【喫煙スペースからはみ出して喫煙】では「増えた」は 68.1%、「減った」は 31.9%、【禁煙場所で喫煙】で

は「増えた」は 54.9%、「減った」は 45.1%となった。 

他方、【歩きたばこ】では「増えた」は 37.2%、「減った」は 62.8%、【たばこをポイ捨て】では「増えた」は 36.5%、

「減った」は 63.5%となった。 

 

59.2 

27.6 

24.4 

22.6 

14.8 

40.8 

72.4 

75.6 

77.4 

85.2 

0% 25% 50% 75% 100%

喫煙スペースを探し回る

喫煙スペースから

はみ出して喫煙

禁煙場所で喫煙

歩きたばこ

たばこをポイ捨て

ある ない

◆以下のようなことをしたことがあるか ［各単一回答形式］

対象：喫煙者【n=500】

75.3 

68.1 

54.9 

37.2 

36.5 

24.7 

31.9 

45.1 

62.8 

63.5 

0% 25% 50% 75% 100%

喫煙スペースを探し回る

【n=296】

喫煙スペースから

はみ出して喫煙【n=138】

禁煙場所で喫煙【n=122】

歩きたばこ【n=113】

たばこをポイ捨て【n=74】

増えた 減った

◆2020年4月以降（改正健康増進法の施行以降）、以下のようなことをする頻度は、

増えたと感じるか、減った感じるか ［各単一回答形式］

対象：喫煙者で、以下のようなことをしたことがある人
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◆「禁煙場所で喫煙している人を見かけたことがある」非喫煙者の 54% 

◆「たばこのポイ捨てを見かけたことがある」非喫煙者の 66% 

ポイ捨てを見かけることが多い場所 TOP3「駅前」「駐車場・コインパーキングの周辺」「住宅街」 

 

非喫煙者（500名）に、喫煙者の行動について質問した。 

【喫煙スペースを探し回る人】を見かけたことがあるか聞いたところ、「ある」は 25.8%となった。【喫煙スペース

からはみ出して喫煙している人】では「ある」は 44.4%、【禁煙場所で喫煙している人】では「ある」は 54.0%、【歩き

たばこをしている人】では「ある」は 66.2%となった。 

また、【たばこのポイ捨て（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）】を見かけたことがあるか聞いたところ、

「ある」は 65.6%となった。たばこのポイ捨てやポイ捨てされた吸い殻に遭遇した非喫煙者は多いようだ。 

 

 

 

たばこのポイ捨て（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）を見かけたことがある人（328 名）に、たばこのポ

イ捨てをどこで見ることが多いか聞いたところ、「駅前」（40.2%）が最も高く、次いで、「駐車場・コインパーキングの

周辺」（38.1%）、「住宅街」（37.5%）、「公園」（34.5%）、「飲食店の周辺」（32.3%）となった。 
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65.6 

74.2 

55.6 

46.0 

33.8 

34.4 

0% 25% 50% 75% 100%

喫煙スペースを探し回る人

喫煙スペースからはみ出して

喫煙している人

禁煙場所で喫煙している人

歩きたばこをしている人

たばこのポイ捨て

ある ない

◆以下のような人やことを見かけたことはあるか ［各単一回答形式］

対象：非喫煙者【n=500】

（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）

40.2 38.1 37.5 
34.5 32.3 31.4 

24.1 

6.4 

0%

30%

60%

全体【n=328】

◆たばこのポイ捨てをどこで見ることが多いか ［複数回答形式］

対象：非喫煙者で、たばこのポイ捨て（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）を見かけたことがある人

駅前 駐車場・
コイン

パーキングの
周辺

住宅街 公園 飲食店の
周辺

喫煙
スペースの
周辺

公共施設の
周辺

その他
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◆喫煙スペース難民を見た経験がある非喫煙者の 64%が、改正健康増進法施行以降の当該難民増加を実感 

 

では、2020年の 4月に改正健康増進法が施行されたことで、喫煙者の行動に変化はあったのだろうか。 

提示した喫煙者の各行動について、それぞれを見かけたことがある非喫煙者に、2020 年 4 月以降（改正健康

増進法の施行以降）、各行動をする人が増えたと感じるか、減ったと感じるか聞いたところ、【喫煙スペースを探し

回る人】では「増えた」は 63.6%、「減った」は 36.4%となった。改正健康増進法の施行により喫煙スペースが減っ

た影響か、喫煙スペースを探し回る喫煙スペース難民に遭遇する機会が増えたようだ。 

【喫煙スペースからはみ出して喫煙している人】では「増えた」は 54.1%、「減った」は 45.9%、【禁煙場所で喫煙

している人】では「増えた」は 44.4%、「減った」は 55.6%、【歩きたばこをしている人】では「増えた」は 34.7%、「減

った」は 65.3%となった。 

また、【たばこのポイ捨て（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）】では「増えた」は 34.1%、「減った」は

65.9%となった。 
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45.9 

55.6 

65.3 

65.9 

0% 25% 50% 75% 100%

喫煙スペースを探し回る人

【n=129】

喫煙スペースからはみ出して

喫煙している人【n=222】

禁煙場所で喫煙している人

【n=270】

歩きたばこをしている人

【n=331】

たばこのポイ捨て【n=328】

増えた 減った

◆2020年4月以降（改正健康増進法の施行以降）、

以下のような人やことが増えたと感じるか、減ったと感じるか ［各単一回答形式］

対象：非喫煙者で、以下のような人を見かけたことがある人

（ポイ捨てする人やポイ捨てされた吸い殻）
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NEWS LETTER（調査レポート） 

《喫煙スペースに対する意識》 

◆「喫煙スペースは必要だと思う」非喫煙者の 64%、「不要だと思う」非喫煙者の 36% 

必要だと思う理由 1位「受動喫煙を避けることができる」 

 

喫煙スペースの必要性について、非喫煙者はどのように考えているのだろうか。 

非喫煙者（500 名）に、喫煙スペースは必要だと思うか、不要だと思うか聞いたところ、『必要だと思う（計）』は

64.4%、『不要だと思う（計）』は 35.6%となった。非喫煙者の多くは、喫煙スペースの必要性を認めているようだ。 

 

 

喫煙スペースが必要だと思う人（322 名）に、そのように思う理由を聞いたところ、「受動喫煙を避けることができ

るから」（63.7%）が最も高くなった。以降、「禁煙場所で喫煙する人が減ると思うから」（50.6%）、「歩きたばこが減

ると思うから」（43.2%）が続いた。 

他方、喫煙スペースが不要だと思っている人（178 名）に、そのように思う理由を聞いたところ、「においが漏れて

きそうだから」（64.0%）が最も高く、次いで、「煙が漏れてきそうだから」（60.7%）、「3密（密集・密接・密閉）になりそ

うだから」（43.3%）となった。 

   

  

非常に【P】に

あてはまる

26.6%

やや【P】に

あてはまる

37.8%

やや【Q】に

あてはまる

14.4%

非常に【Q】に

あてはまる

21.2%

◆喫煙スペースの必要性に関する意識 ［単一回答形式］

喫煙スペースは・・・【P】必要だと思う 【Q】不要だと思う

対象：非喫煙者【n=500】
必要だと思う（計）

64.4%
不要だと思う（計）

35.6%

63.7 
50.6 

43.2 39.8 34.2 

1.6 5.9 

0%

50%

100%

全体【n=322】

◆喫煙スペースが必要だと思う理由 ［複数回答形式］

対象：非喫煙者で、喫煙スペースが必要だと思う人

受
動
喫
煙
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら

禁
煙
場
所
で
喫
煙
す
る

人
が
減
る
と
思
う
か
ら

歩
き
た
ば
こ
が

減
る
と
思
う
か
ら

ポ
イ
捨
て
が

減
る
と
思
う
か
ら

喫
煙
者
が
困

っ
て
い
る
・

困

っ
て
い
そ
う
だ
か
ら

そ
の
他

特
に
な
し

64.0 60.7 

43.3 
32.0 30.3 28.7 

2.2 
10.7 

0%

50%

100%

全体【n=178】

◆喫煙スペースが不要だと思う理由 ［複数回答形式］

対象：非喫煙者で、喫煙スペースが不要だと思う人

に
お
い
が
漏
れ
て
き
そ
う

だ
か
ら

煙
が
漏
れ
て
き
そ
う
だ
か
ら

3
密
（
密

集

・

密

接

・

密

閉

）

に

な
り
そ
う
だ
か
ら

吸
い
殻
や
ゴ
ミ
な
ど

見
た
目
に
よ
く
な
い
か
ら

た
ま
り
場
の
よ
う
に
な
り

治
安
が
悪
く
な
り
そ
う
だ
か
ら

喫
煙
ス
ペ
ー
ス
の
外
で

吸
う
人
が
出
て
き
そ
う
だ
か
ら

そ
の
他

特
に
な
し
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NEWS LETTER（調査レポート） 

◆非喫煙者が喫煙スペースに求めること 「煙が漏れない」と「においが漏れない」が突出 

 

喫煙スペースに求められるのはどのようなことなのだろうか。 

非喫煙者（500 名）に、どのような喫煙スペースがあるといいと思うか聞いたところ、「煙が漏れない」（74.8%）と

「においが漏れない」（67.6%）が突出する結果となった。以降、「ゴミ箱が設置されている」（29.8%）、「ソーシャル

ディスタンスが確保できる」（26.2%）、「利用時間や利用人数が制限されている」（19.8%）が続いた。 

 

 

 

喫煙者（500 名）にも聞いたところ、「煙が漏れない」（53.6%）が最も高く、次いで、「においが漏れない」

（52.6%）、「ソーシャルディスタンスが確保できる」（47.0%）、「煙たくない」（36.6%）、「くつろげる」（34.4%）となっ

た。 

 

 
  

74.8 
67.6 

29.8 26.2 
19.8 18.0 17.6 15.4 

0.6 

13.4 

0%

50%

100%

全体【n=500】

◆どのような喫煙スペースがあるといいと思うか ［複数回答形式］

対象：非喫煙者

煙が
漏れない

においが
漏れない

ゴミ箱が
設置

されている

ソーシャル
ディス
タンスが
確保できる

利用
時間や
利用
人数が
制限

されている

喫煙
マナーの
ポスターが
貼ってある

喫煙
スペース
内が
パーテー
ションで
区切られて
いる

中の
様子が
見えない

その他 特になし

53.6 52.6 
47.0 

36.6 34.4 34.2 
29.6 29.2 

16.2 14.8 

0.2 
7.4 

0%

50%

100%

全体【n=500】

◆どのような喫煙スペースがあるといいと思うか ［複数回答形式］

対象：喫煙者

煙が
漏れない

においが
漏れない

ソーシャ
ルディス
タンスが
確保
できる

煙たく
ない

くつろ
げる

ゴミ箱が
設置
されて
いる

中の
様子が
見えない

喫煙ス
ペース
内が
パーテー
ションで
区切られ
ている

利用
時間や
利用
人数が
制限
されて
いる

いい
香りが
する

その他 特になし
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◆煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースの多い街に対するイメージ 

「住みやすい・利用しやすい」非喫煙者の 67%が同意 

 

最新設備の喫煙スペースについて質問した。 

喫煙者（500 名）に、煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースの多い街に対するイメージを聞いた

ところ、【きちんと分煙に取り組んでいる】では「非常にそう思う」が 24.0%、「ややそう思う」が 58.8%で、合計した

『そう思う（計）』は 82.8%となった。最新設備の喫煙スペースが多くある街に対し、“きちんと分煙に取り組んでいる

街”であると評価する人が多いようだ。 

【美化に対する意識が高い】では『そう思う（計）』は 79.6%、【歩きたばこ・ポイ捨てをする人が少ない】では

69.6%、【たばこを吸う人吸わない人の両方にやさしい】では 69.0%、【住みやすい・利用しやすい】では 74.6%と、

いずれも同意する人が多数派となった。 

 

 

 

非喫煙者（500 名）にも聞いたところ、【きちんと分煙に取り組んでいる】では『そう思う（計）』は 73.4%、【美化に

対する意識が高い】では 68.4%、【歩きたばこ・ポイ捨てをする人が少ない】では 56.0%、【たばこを吸う人吸わない

人の両方にやさしい】では 65.4%、【住みやすい・利用しやすい】では 66.6%となった。 

 

 

  

24.0 

22.0 

19.2 

21.8 

21.0 

58.8 

57.6 

50.4 

47.2 

53.6 

14.8 

17.4 

26.4 

24.8 

21.4 

2.4 

3.0 

4.0 

6.2 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

きちんと分煙に取り組んでいる

美化に対する意識が高い

歩きたばこ・ポイ捨てを

する人が少ない

たばこを吸う人吸わない人の

両方にやさしい

住みやすい・利用しやすい

非常にそう思う ややそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

◆煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースの多い街に対するイメージ

［各単一回答形式］

対象：喫煙者【n=500】
そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

82.8 17.2

79.6 20.4

69.6 30.4

69.0 31.0

74.6 25.4

18.8 

16.8 

9.6 

13.6 

13.8 

54.6 

51.6 

46.4 

51.8 

52.8 

19.4 

24.2 

34.2 

24.0 

26.0 

7.2 

7.4 

9.8 

10.6 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

きちんと分煙に取り組んでいる

美化に対する意識が高い

歩きたばこ・ポイ捨てを

する人が少ない

たばこを吸う人吸わない人の

両方にやさしい

住みやすい・利用しやすい

非常にそう思う ややそう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

◆煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースの多い街に対するイメージ

［各単一回答形式］

対象：非喫煙者【n=500】
そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

73.4 26.6

68.4 31.6

56.0 44.0

65.4 34.6

66.6 33.4



 

 
 

本ニュースレターは報道関係の皆様に向けて発信する報道用の調査レポートとなります。本ニュースレターに含まれる全ての情報や調査結果を、 

ネットエイジア株式会社の許可を得ることなく、広告宣伝や広報・PR活動等のために無断で転用することを禁止します。 

10 

2021年 3月 30日 

NEWS LETTER（調査レポート） 

◆最新設備の喫煙スペースがあるといい場所 喫煙者・非喫煙者とも 1位は「駅前・駅周辺」 

 

また、どのような場所に、煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースがあるといいと思うか聞いたと

ころ、喫煙者・非喫煙者とも「駅前・駅周辺」（喫煙者 65.4%、非喫煙者 60.8%）が最も高くなった。駅の近くに最新

の機能を備えた喫煙スペースを望む人が多いようだ。以降、喫煙者では「飲食店」（52.4%）、「商業施設」（51.8%）、

「コンビニエンスストア」（47.6%）、「オフィス」（47.4%）が続き、非喫煙者では「商業施設」（50.2%）、「オフィス」

（49.8%）、「飲食店」（47.4%）、「公共施設」（43.8%）が続いた。 

喫煙状況別にみると、「コンビニエンスストア」は喫煙者では 47.6%と、非喫煙者（30.6%）と比べて 17.0ポイント

高くなった。 
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喫煙者【n=500】
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◆どのような場所に、煙やにおいが漏れないような最新設備の喫煙スペースがあるといいと思うか ［複数回答形式］

駅
前
・
駅
周
辺

飲
食
店

商
業
施
設

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

オ
フ

ィ
ス

公
共
施
設

空
港

公
園

ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

映
画
館
・
美
術
館

タ
バ
コ
店
前

路
上

そ
の
他

特
に
な
し
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NEWS LETTER（調査レポート） 

◆改正健康増進法施行以降の飲食店選び 「お店が禁煙になったため行かなくなったお店がある」喫煙者の 47% 

 

改正健康増進法の施行以降、飲食店の選定行動に変化があったという人はどのくらいいるのだろうか。 

喫煙者（500 名）に、2020 年 4 月以降（改正健康増進法の施行以降）の飲食店選びについて、【お店が禁煙に

なったため行かなくなったお店】があるか聞いたところ、「ある」は 47.2%となった。行きつけのお店が禁煙となった

ことで、利用を控えるようになったという人は少なくないようだ。 

また、【喫煙可を理由に初めて選んだお店】があるか聞いたところ、「ある」は 39.6%となった。 

 

 

 

 

非喫煙者（500名）に、2020年 4月以降（改正健康増進法の施行以降）の飲食店選びについて、【2020年 4月

以降も喫煙が可能だったことで行かなくなったお店】があるか聞いたところ、「ある」は 11.8%となった。 

また、【禁煙を理由に初めて選んだお店】があるか聞いたところ、「ある」は 15.4%となった。 

 

 

  

47.2 

39.6 

52.8 

60.4 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=500】

全体【n=500】

ある ない

◆2020年4月以降（改正健康増進法の施行以降）の飲食店選びについて、以下のようなお店があるか

［各単一回答形式］ 対象：喫煙者

お店が禁煙になったため行かなくなったお店

喫煙可を理由に初めて選んだお店

11.8 

15.4 

88.2 

84.6 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=500】

全体【n=500】

ある ない

◆2020年4月以降（改正健康増進法の施行以降）の飲食店選びについて、以下のようなお店があるか

［各単一回答形式］ 対象：非喫煙者

2020年4月以降も喫煙が可能だったことで行かなくなったお店

禁煙を理由に初めて選んだお店
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NEWS LETTER（調査レポート） 

◆喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店のイメージ 

「きちんと分煙に取り組んでいる」非喫煙者の 64%、「店内がきれい」非喫煙者の 58%が同意 

 

喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店に対し、どのようなイメージを持っている人が多いのだろうか。 

喫煙者（500 名）に、喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店に対するイメージについて聞いたところ、

【きちんと分煙に取り組んでいる】では、「非常にそう思う」が 28.2%、「ややそう思う」が 51.8%で、合計した『そう思

う（計）』は 80.0%となった。 

【においが気にならない】では『そう思う（計）』は 68.6%、【店内がきれい】では 78.8%、【利用客のことを考えて

いる】では79.6%、【たばこを吸う人吸わない人の両方にやさしい】では72.0%となった。また、お店の利用に関し、

【利用しやすい】では『そう思う（計）』は 71.8%、【子ども連れでも利用できる】では 54.4%となった。 

 

非喫煙者（500 名）にも聞いたところ、【きちんと分煙に取り組んでいる】では『そう思う（計）』は 63.6%、【店内が

きれい】では 57.8%、【利用客のことを考えている】では 65.2%、【たばこを吸う人吸わない人の両方にやさしい】で

は 59.0%、【利用しやすい】では 54.4%と、半数を上回った。 

他方、【においが気にならない】では『そう思う（計）』は 42.8%、【子ども連れでも利用できる】では 39.8%と、こち

らは半数を下回る結果となった。 

  

28.2 

18.6 

17.4 

24.8 

21.4 

23.4 

14.8 

51.8 

50.0 

61.4 

54.8 

50.6 

48.4 

39.6 

16.2 

27.6 

19.0 

17.0 

20.4 

22.4 

30.6 

3.8 

3.8 

2.2 

3.4 

7.6 

5.8 

15.0 

0% 25% 50% 75% 100%

きちんと分煙に取り組んでいる

においが気にならない

店内がきれい

利用客のことを考えている

たばこを吸う人吸わない人の

両方にやさしい

利用しやすい

子ども連れでも利用できる

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

◆喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店に対するイメージ ［各単一回答形式］

対象：喫煙者【n=500】
そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

80.0 20.0

68.6 31.4

78.8 21.2

79.6 20.4

72.0 28.0

71.8 28.2

54.4 45.6

13.2 

6.8 

8.6 

15.0 

13.8 

9.6 

9.6 

50.4 

36.0 

49.2 

50.2 

45.2 

44.8 

30.2 

26.6 

38.0 

31.4 

23.4 

27.2 

33.6 

37.2 

9.8 

19.2 

10.8 

11.4 

13.8 

12.0 

23.0 

0% 25% 50% 75% 100%

きちんと分煙に取り組んでいる

においが気にならない

店内がきれい

利用客のことを考えている

たばこを吸う人吸わない人の

両方にやさしい

利用しやすい

子ども連れでも利用できる

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

◆喫煙専用室や加熱式たばこ専用室のある飲食店に対するイメージ ［各単一回答形式］

対象：非喫煙者【n=500】
そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

63.6 36.4

42.8 57.2

57.8 42.2

65.2 34.8

59.0 41.0

54.4 45.6

39.8 60.2



 

 
 

本ニュースレターは報道関係の皆様に向けて発信する報道用の調査レポートとなります。本ニュースレターに含まれる全ての情報や調査結果を、 
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本ニュースレターは報道関係の皆様に向けて発信する報道用の調査レポートとなります。 

本ニュースレターに含まれる全ての情報や調査結果を、ネットエイジア株式会社の許可を得ることな

く、広告宣伝や広報・PR活動等のために無断で転用することを禁止します。 

 
 
 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「ネットエイジアリサーチ調べ」と付記のうえ 

ご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 
 

 
 

ネットエイジア株式会社 マーケティング事業本部 

   TEL ：03-3531-1411 

   FAX ：03-3531-1461 

   E-mail ：mobile-press@netasia.co.jp 

 

 
 

組織名  ：ネットエイジア株式会社 

代表者名 ：代表取締役 三清 慎一郎 

設立  ：2005年 2月 

所在地  ：東京都中央区晴海 1-8-10 

晴海アイランド トリトンスクエア オフィスタワーX 27階 

資本金  ：1億円 

主な業務内容 ：ネットリサーチ事業 

URL  ：http://www.mobile-research.jp/ 

◆調査概要◆ 

◆調査タイトル ：喫煙・喫煙スペースに関する意識・実態調査2021 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする20歳～69歳の男女 

◆調査期間 ：2021年2月22日～2月24日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000名（喫煙者500名・非喫煙者500名） 

＜喫煙者＞ 

 20代 30代 40代 50代 60代 計 

男性 50s 50s 50s 50s 50s 250s 

女性 50s 50s 50s 50s 50s 250s 

＜非喫煙者＞ 

 20代 30代 40代 50代 60代 計 

男性 50s 50s 50s 50s 50s 250s 

女性 50s 50s 50s 50s 50s 250s 

 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 

■ネットエイジア株式会社 会社概要■ 

■報道関係の皆様へ■ 

■本調査に関するお問合せ窓口■ 
 


